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◆
中
央
公
民
館
建
設
30
周
年

で
　

早
い
も
の
で
中
央
公
民
館
が

で
き
て
来
年
は
30
年
。
30
年
後

に
定
礎
を
は
ず
し
、
中
に
入
れ

て
あ
る
当
時
の
品
々
を
出
し
て

懐
か
し
み
、
関
係
者
だ
け
で
も

30
年
祭
を
す
る
話
に
な
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
建
設

委
員
も
少
し
ず
つ
減
り
ま
し
た

が
、
何
か
計
画
を
し
て
、
再
会

で
き
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
れ
を
機
に
、
い
っ
そ
う
公

民
館
活
動
が
活
発
化
す
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

（
土
佐
山
田
町　

前
田
和
夫
）

◆
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
の
ご
案
内

【
日
時
】

平
成
21
年
１
月
10
日
（
土
）
〜

12
日
（
月
）

【
場
所
】
白
馬
・
妙
高
方
面

【
参
加
費
】

一
人　
４
３
，０
０
０
円

　　　　　

〜
４
５
，０
０
０
円
程
度

（
リ
フ
ト
券
３
日
間
付
）

【
申
込
期
限
】

12
月
１
日
（
月
）
17
時
ま
で

【
定
員
】
45
人
（
先
着
順
）

【
日
程
】

（
出
発
予
定
）

　

１
月
９
日
（
金
）
20
時
頃

（
帰
着
予
定
）

　

１
月
12
日
（
月
）
24
時
頃

【
連
絡
先
】

香
美
市
役
所　

建
設
都
計
課　

中
井　

☎
53

－

３
１
１
９

（
香
美
市
体
育
会
ス
キ
ー
部
）

◆
第
７
回
刃
物
供
養
菜
祭
を

開
催
し
ま
す

【
日
時
】

12
月
６
日（
土
）〜
14
日（
日
）

　

平　

日　

８
時
30
分
〜
17
時

　

土
・
日　

10
時
〜
16
時

【
場
所
】

（
協
）
土
佐
刃
物
流
通
セ
ン
タ

ー
（
土
佐
山
田
町
上
改
田
・
☎

52

－

０
４
６
７
）

【
催
し
】

・
不
要
に
な
っ
た
刃
物
の
供
養

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置

・
再
生
品
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

・
刃
物
製
造
の
実
演

　

（
土
・
日
の
11
時
〜
）

・
刃
物
研
ぎ　

２
０
０
円
〜

　

（
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
商
品
は
無
料
）

　

研
ぎ
は
土
・
日
の
み
。
平
日

に
依
頼
の
あ
っ
た
物
お
よ
び
鋏

類
は
お
預
か
り
し
後
日
返
却
し

ま
す
。

・
軽
食
コ
ー
ナ
ー（
土
・
日
の
み
）

・
館
内
商
品
（
処
分
品
・
特
価

品
除
く
）
２
割
引
セ
ー
ル

【
協
賛
】
（
協
）
土
佐
刃
物
流

通
セ
ン
タ
ー

（
土
佐
打
刃
物
技
伝
職
集
団　

　
　
　
　
　

 

Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
）

作：山﨑茉紀・宗石真奈
　　（山田高校マンガ部）

◆
山
小
ま
つ
り
の
ご
案
内

　

地
域
の
お
祭
り
と
し
て
、
定

着
し
ま
し
た
「
山
小
ま
つ
り
」

を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ

ん
実
施
し
ま
す
の
で
、
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か
！

【
日
時
】
12
月
７
日
（
日
）

　

10
時
30
分
〜
14
時

【
場
所
】
山
田
小
学
校

【
催
し
】

・
各
学
年
別
の
催
し

・
バ
ザ
ー

・
地
域
の
方
々
の
出
店

・
大
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

・
も
ち
投
げ

・
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
を
中
心
と

し
た
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
　

（
山
田
小
学
校
）
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マ
ル
ク
・
ミ
リ
ア
ン

　
（
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
市
）

　
　
　

周　
　

暁
磊

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
国
・
河
北
省
）

ジ
ョ
ウ　

シ
ャ
オ
レ
イ

香
・
美
・
人
⑱

森
安　

正
芳
さ
ん（
61
歳
）

　　　　　　　　
（
物
部
町
大
栃
）

１８

 

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
。
わ
た
し
は
ジ
ョ
ウ
・
シ

ャ
オ
レ
イ
と
申
し
ま
す
。
２
０

０
６
年
10
月
に
高
知
へ
来
ま
し

た
。
高
知
工
科
大
学
大
学
院
博

士
課
程
３
年
で
す
。
今
日
は
私

の
研
究
と
趣
味
に
つ
い
て
話
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
が
所
属
し
て
い
る
研
究
室

は
「
よ
り
使
い
や
す
い
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
」
の
研
究
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

用
の
ペ
ン
で
す
。
キ
ー
ボ
ー
ド

や
マ
ウ
ス
を
使
わ
ず
、
ペ
ン
で

操
作
で
き
れ
ば
、
持
ち
運
び
に

便
利
な
だ
け
で
な
く
、
誰
で
も

す
ぐ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
洗
濯
機
の
よ
う
な
普

　

物
部
町
に
昔
か
ら
伝
わ
る

〝
い
ざ
な
ぎ
流
祈
祷
〞
。
そ
の

祈
祷
を
執
り
行
う
太
夫
は
現

在
、
物
部
町
に
た
っ
た
５
人
し

か
い
ま
せ
ん
。
今
回
ご
紹
介
す

る
の
は
、
そ
の
内
の
一
人
、
森

安
正
芳
さ
ん
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

  

《
い
ざ
な
ぎ
流
の
太
夫
に
》

　

い
ざ
な
ぎ
流
の
太
夫
と
し
て

14
年
目
に
な
る
森
安
さ
ん
。

元
々
森
安
さ
ん
の
祖
父
も
太
夫

を
さ
れ
て
お
り
、
中
学
生
の
頃

は
、
教
わ
り
な
が
ら
家
の
祭
り

の
際
に
御
幣
を
切
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
い
ざ
な
ぎ
流
の
修

行
を
始
め
た
の
は
、
ま
だ
仕
事

で
京
都
に
住
ん
で
い
た
平
成
２

年
の
こ
と
。
師
匠
の
小
松
為
繁

さ
ん
に
弟
子
入
り
し
、
祭
文（
さ

い
も
ん
）
や
御
幣
の
切
り
方
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都

で
は
寺
や
神
社
を
巡
り
、
正
月

や
仕
事
が
休
み
に
な
る
夏
場
に

は
、
帰
っ
て
き
て
師
匠
の
祈
祷

に
つ
い
て
行
き
、
手
法
な
ど
を

自
分
の
目
や
耳
で
実
際
に
体
験

し
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
５
年
に
師
匠
か
ら
免
許
を

貰
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
安
さ
ん
が
太
夫
に
な
ろ
う

と
思
っ
た
き
っ
か
け
を
お
聞
き

す
る
と
、
「
夢
に
太
夫
を
し
よ

っ
た
祖
父
が
出
て
き
て
、
一
冊

の
本
を
に
こ
に
こ
笑
い
な
が
ら

く
れ
た
。
そ
の
数
日
後
に
、
ま

た
夢
に
出
て
き
て
、
今
度
は
勺

を
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
太
夫
を

や
り
や
と
言
い
ゆ
う
が
や
な
い

か
と
思
っ
た
。
ま
あ
、
偶
然
か

も
し
れ
ん
け
ど
な
ぁ
」
と
笑
い

な
が
ら
不
思
議
な
出
来
事
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

 

《
脚
光
を
浴
び
る
い
ざ
な
ぎ
流
》

　

森
安
さ
ん
は
、
東
京
や
大
阪

等
で
い
ざ
な
ぎ
流
に
つ
い
て
紹

介
す
る
な
ど
、
そ
の
知
名
度
を

高
め
る
こ
と
に
も
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
で
も
、
平
成
14
年
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｋ

Å
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｉ

－

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ａ

Ｙ　

Ｉ
Ｎ　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　

15
ｔ

ｈ
・
19
ｔ
ｈ　

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｉ
ｅ

ｓ

－

展
」
で
は
弟
弟
子
と
御
幣

切
り
の
実
演
を
行
い
、
海
外
で

日
本
の
山
村
文
化
を
紹
介
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

来
場
者
は
熱
心
に
観
察
し
、
自

分
の
家
の
魔
除
け
の
御
幣
を
切

っ
て
ほ
し
い
と
言
う
人
も
い
た

そ
う
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

た
め
に
約
２
０
０
枚
の
御
幣
を

切
る
こ
と
に
な
り
、
「
あ
の
時

は
大
変
や
っ
た
」
と
そ
の
時
の

こ
と
を
振
り
返
り
、
感
想
を
口

に
さ
れ
ま
し
た
。

　

《
太
夫
と
し
て
》　
　

　

い
ざ
な
ぎ
流
に
は
寺
や
神
社

は
な
く
、
祈
祷
の
方
法
も
人
か

ら
人
へ
口
伝
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
、
物
部
の
地
で
根
付
い
て

き
た
も
の
で
す
。

　

森
安
さ
ん
は
「
祈
祷
の
基
に

あ
る
の
は
、
〝
人
助
け
〞
の
気

持
ち
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
続
け
て

い
く
」
と
最
後
に
い
ざ
な
ぎ
流

の
太
夫
と
し
て
、
熱
い
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

通
の
家
電
に
な
る
時
代
、
「
ユ

ビ
キ
タ
ス
」
社
会
の
実
現
に
は

こ
の
よ
う
な
ペ
ン
が
役
に
立
つ

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
研
究
は
私
に
と
っ
て
新

分
野
で
し
た
の
で
、
挑
戦
す
る

気
持
ち
で
、
と
て
も
頑
張
り
ま

し
た
。
新
し
い
こ
と
を
た
く
さ

ん
勉
強
し
ま
し
た
。
１
年
の
と

き
、
有
名
な
国
際
学
会
誌
に
論

文
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
か
な
り
い
い
結
果

を
出
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
が
一
段
落
つ
い
た
週
末

な
ど
は
、
映
画
、
音
楽
、
買
い

物
、
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
楽
し

み
ま
す
。
好
き
な
映
画
の
ジ
ャ

ン
ル
は
コ
メ
デ
ィ
、
Ｓ
Ｆ
映

画
、
ア
ニ
メ
で
す
。
特
に
宮
崎

駿
さ
ん
の
ア
ニ
メ
が
大
好
き
で

す
。
初
め
て
見
た
宮
崎
作
品
は

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
で
し

た
。
先
週
「
崖
の
上
の
ポ
ニ

ョ
」
を
見
ま
し
た
。
「
ポ
ニ

ョ
」
の
歌
も
大
好
き
で
す
。
と

て
も
か
わ
い
い
で

す
ね
。
買
い
物
で

の
楽
し
み
は
お
し

ゃ
れ
な
服
と
、
か

わ
い
い
お
も
ち
ゃ

を
見
る
こ
と
で

す
。
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ワンクリック詐欺！？

地域安全ニュース
No. 32

～みんなでつくろう安心のまち～　香美地区地域安全協会　（☎52－0110・FAX 53－1855）

かみかみかみかみかみ
ワンクリック詐欺！？

１　利用規約がないような場合は、無視しましょう！

２　利用規約がある場合は、よく読んで確認しましょう。

３

４

５

事業者は、消費者に対して、申し込み内容を再度確認させ

るための画面を用意する必要があります。確認措置が無い

ような場合は、その申し込みの無効を主張することができ

ます。（電子消費者契約法）

悪質なものに対しては、氏名・住所・電話番号などの個人

情報は絶対に伝えないようにしましょう。

上記２、３に「同意」した上、登録先のサービス等を利用し

た場合は、支払い義務が発生するおそれがあります。

しかし、携帯の画面で「いいえ」や「ＮＯ」をクリックした

のに、「登録完了」などの画面になった場合は、確認措置が

ないので３に準じて対処してください。

　　　　【相　談　例】

　見知らぬ番号０８０－××××－

〇〇〇〇から「現在仮登録の状態

です。変更しなければ本登録に確

定となります。

　http：//３５△△△．com/？５４□□□□ 

□□接続しますか？」とショート

メールが入ってきました。

　本登録はしたくないと思い、

「はい」をクリックすると、その

後サイトが移動し「新規登録完了

しました。料金は６万円になりま

す」との指示がありました。

　どうすればいいでしょうか？

■サイバー（ハイテク）犯罪相談：☎０８８－８７５－３１１０、メールアドレス：haiteku@i-kochi.or.jp

■香美警察署：☎５２－０１１０

◆◆◆子どもを犯罪被害から守りましょう◆◆◆
　９月２１日、千葉県で５歳の女の子が殺害されるという痛ましい事件が起きました。

子どもを守るにはどうしたらいいのか、改めてみんなで考えてみましょう。

「誰と」「どこに」「何をしに」「何時までに

帰るか」を言わせる

　出かける時には、「誰と」「どこに」「何をし

に」「何時までに帰るか」を伝えさせること

を習慣にしましょう。場所を移動したくな

った時にも、必ず親に伝えてから移動する

ように教えます。

話しかけられたら、必ず一定の距離をとるこ

とが大切

　知らない人に声をかけられた時は、必ずその

人から少し離れたところに立って話を聞くよう

にして、少しでも「怖い」「いやだ」と感じた

ならば、すぐ逃げるように教えましょう。

体に触られたらすぐ逃げる

　知っている人や知らない人でも、話しかけられ

た内容に関係なく、不用意に体を触られるような

ことがあれば、すぐにその場から逃げ出し、安全

な場所に避難するように教えましょう。

「家族以外の人」から誘われたら、必ず「家族の

許可」をとる

　「知らない人にはついていかない」とよく言います。

しかし、よく遊ぶ公園にいつもいる人、時々家に来る

新聞配達や宅配便の人も子どもにとっては「知ってい

る人」になるかもしれません。家族以外の人から誘わ

れた場合、どのような内容であっても、必ず家族に確

認をするようにしましょう。


